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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】カートンの任意の開放により子供がその内容物
を誤食することを防止する。
【解決手段】インナーケース１０はインナーケース本体
を有し、アウターカバー２０はアウターカバー本体を有
し、アウターカバー本体は開口部を有し、且つ、アウタ
ーカバー本体はインナーケース本体に対してスライドす
ることでインナーケース本体を完全に被覆する閉鎖位置
を有し、弾性ロック部材３０は変位部を有し、アウター
カバー本体及びインナーケース本体にはそれぞれ対応す
るアウターカバー本体開孔部及びインナーケース本体開
孔部を有し、且つ、アウターカバー本体が閉鎖位置に位
置する時、変位部はアウターカバー本体開孔部及びイン
ナーケース本体開孔部を通すロック位置、及びこれらを
通さない引込み位置を有する。変位部によってアウター
カバー本体をロックすることにより、カートンの子供安
全保障用ロックを形成し、子供が任意にカートンを開放
させることは避けられる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ロック構造を有するカートンであって、
　軸方向に延在するインナーケース本体を有する、インナーケースと、
　前記インナーケース本体を被覆するアウターカバー本体を有し、前記アウターカバー本
体は前記インナーケース本体をスライドしてそれに入れるための開口部を有し、且つ、前
記アウターカバー本体は前記インナーケース本体に対してスライドすることで前記インナ
ーケース本体を完全に被覆する閉鎖位置を有する、アウターカバーと、
　変位部を有し、前記インナーケース本体内に固定され、前記アウターカバー本体及び前
記インナーケース本体にはそれぞれ対応するアウターカバー本体開孔部及びインナーケー
ス本体開孔部を有し、且つ、前記アウターカバー本体が前記閉鎖位置に位置する時、前記
変位部は前記アウターカバー本体開孔部及び前記インナーケース本体開孔部を通すロック
位置、及び前記アウターカバー本体開孔部又は前記インナーケース本体開孔部を通さない
引込み位置を有する、弾性ロック部材とを含むことを特徴とするロック構造を有するカー
トン。
【請求項２】
　前記変位部、前記アウターカバー本体開孔部及び前記インナーケース本体開孔部はそれ
ぞれ２つ設けられ、且つ、前記弾性ロック部材は湾曲可能なＵ字状のシート部材であり、
前記Ｕ字状のシート部材の両端はそれぞれ前記変位部から延在し、前記Ｕ字状のシート部
材の前記変位部から遠ざかる一端は前記インナーケース本体内に固定され、且つ、前記２
つのアウターカバー本体開孔部及び前記２つのインナーケース本体開孔部は前記アウター
カバー本体及び前記インナーケース本体の両側にそれぞれ配置されることを特徴とする請
求項１に記載のロック構造を有するカートン。
【請求項３】
　前記弾性ロック部材は角状フレームを有し、前記角状フレームは前記インナーケース本
体の底部に設けられ、且つ、前記角状フレームの前後両側が前記インナーケース本体の壁
面に受け止められ、前記角状フレームには複数回湾曲させて形成されたＳ字状のロッドが
設けられ、前記Ｓ字状のロッドの末端に前記変位部が設けられ、且つ、前記アウターカバ
ー本体開孔部及び前記インナーケース本体開孔部はそれぞれ前記変位部に対応して前記ア
ウターカバー本体及び前記インナーケース本体の同一側に配置されることを特徴とする請
求項１に記載のロック構造を有するカートン。
【請求項４】
　前記角状フレームの側面に２つの固定柱を有し、前記２つの固定柱は前記インナーケー
ス本体の縁部を受け止めるために用いられることを特徴とする請求項３に記載のロック構
造を有するカートン。
【請求項５】
　前記インナーケース本体はサンドイッチパッドを有し、前記サンドイッチパッドは前記
角状フレームを収容する溝部を有することを特徴とする請求項３に記載のロック構造を有
するカートン。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、カートンに係り、詳しく言えば、カートンの子供安全保障構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　カートンは、環境に優しい、環境汚染を引き起こさない、リサイクルできる、品質が高
い、湿気を吸収できる等の特徴を有し、タバコ等の製品の包装と保存のためによく利用さ
れる。米国登録特許第５７０７００４号「ＣＡＲＴＯＮ　ＷＩＴＨ　ＯＦＦＳＥＴ　ＬＯ
ＣＫ」及び米国登録特許第ＵＳ７９５９０６０Ｂ２号「Ｍｕｌｔｉ－ｐｌｙ　ｃａｒｔｏ
ｎ　ｈａｖｉｎｇ　ｒｅｃｌｏｓａｂｌｅ　ｏｐｅｎｉｎｇ　ｆｅａｔｕｒｅ」は、タバ
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コ、食物等の物品を保存するために利用できる、構造が異なる２種のカートンを開示して
いる。
【０００３】
　この２種の従来のカートン構造においては、カートンを繰り返し使用できるように、カ
ートンを開閉させる蓋がそれぞれ設けられており、それぞれが蓋を係止するためのラッチ
構造を有し、これによって重力又は慣性力により蓋が任意に開放されることは避けられる
。前記ラッチ構造は、蓋を固定することが目的で設けられる部品であり、ラッチを離脱さ
せて係止を解除する方向は、蓋を開放させる方向と同じであるため、子供が、特に幼児が
大きな力を加えれば蓋を開放させることができ、子供が任意にカートンを開放させること
は防止できい。言い換えれば、保護者の注意が及ばないところ、子供はカートンを任意に
開放させることができる。カートン内に子供が接触すべきではない物品、例えばタバコが
保管されている場合、子供がカートンの内容物を誤食するリスクがある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明の主な目的は、カートンの子供安全保障用ロック構造を提供することであり、こ
れによって子供が任意にカートンを開放させることを防止し、子供がカートンの内容物を
誤食するリスクを避けることができる。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は上記目的を達成するためになされるものであり、ロック構造を有するカートン
を提供し、当該ロック構造はインナーケースと、アウターカバーと、弾性ロック部材とを
含み、ただし、当該インナーケースは軸方向に延在するインナーケース本体を有し、当該
アウターカバーは当該インナーケース本体を被覆するアウターカバー本体を有し、当該ア
ウターカバー本体は当該インナーケース本体をスライドしてそれに入れるための開口部を
有し、且つ、当該アウターカバー本体は当該インナーケース本体に対してスライドするこ
とで当該インナーケース本体を完全に被覆する閉鎖位置を有し、当該弾性ロック部材は変
位部を有し、当該弾性ロック部材は当該インナーケース本体内に固定され、当該アウター
カバー本体及び当該インナーケース本体にはそれぞれ対応するアウターカバー本体開孔部
及びインナーケース本体開孔部を有し、且つ、当該アウターカバー本体が当該閉鎖位置に
位置する時、当該変位部は当該アウターカバー本体開孔部及び当該インナーケース本体開
孔部を通すロック位置、及び当該アウターカバー本体開孔部又は当該インナーケース本体
開孔部を通さない引込み位置を有する。
【発明の効果】
【０００６】
　これにより、本発明に係るロック構造を有するカートンは、当該変位部が当該アウター
カバー本体開孔部及び当該インナーケース本体開孔部を通って当該アウターカバー本体を
ロックすることにより、カートンの子供安全保障用ロックを形成し、子供がカートンを任
意に開放させることは避けられ、成人の使用者がカートンを開放させたい場合、当該変位
部を内側に押して、当該変位部を当該引込み位置に引っ込めさせればアンロックすること
ができ、当該アウターカバー本体を当該インナーケース本体に対してスライドさせてカー
トンを開放させることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】図１は、本発明の実施例１に係るカートンの構造の分解図である。
【図２】図２は、本発明の実施例１に係るカートンの構造の組み合わせた状態下の断面図
である。
【図３】図３は、本発明の実施例１に係るカートンのアンロックを概略的に示す図である
。
【図４】図４は、本発明の実施例２に係るカートンの構造の分解図である。
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【図５】図５は、本発明の実施例３に係るカートンの構造の分解図である。
【図６】図６は、本発明の実施例４に係るカートンの構造の分解図である。
【図７】図７は、本発明の実施例５に係るカートンの構造の分解図である。
【図８】図８は、本発明の実施例６に係るカートンの構造の分解図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　以下、本発明の詳細及技術内容を、図面を参照して説明する。
　図１、図２及び図３が参照されるように、実施例１において、ロック構造を有するカー
トンを提供し、当該カートンはインナーケース１０と、アウターカバー２０と、弾性ロッ
ク部材３０とを含み、ただし、インナーケース１０は軸方向に延在するインナーケース本
体１１を有し、インナーケース本体１１は長方体とすることができ、且つ、インナーケー
ス本体１１は上向きに設けられる取出口１１１を有し、使用者はインナーケース本体１１
内に物品を保管することできる。
【０００９】
　アウターカバー２０はインナーケース本体１１を被覆するアウターカバー本体２１を有
し、アウターカバー本体２１はインナーケース本体１１をスライドしてそれに入れるため
の開口部２１１を有し、且つ、アウターカバー本体２１はインナーケース本体１１に対し
てスライドすることでインナーケース本体１１を完全に被覆する閉鎖位置を有する。操作
の多様性と利便性の向上の観点から、もう１つの開口部２１１Ａをさらに有してもよく、
且つ、２つの開口部２１１、２１１Ａはアウターカバー２０の両側にそれぞれ配置され、
これによって使用者はいずれか一方からインナーケース本体１１を押せば、インナーケー
ス本体１１をアウターカバー本体２１に対して移動させて離脱させることができる。
【００１０】
　弾性ロック部材３０は変位部３１を有し、弾性ロック部材３０はインナーケース本体１
１内に固定され、アウターカバー本体２１及びインナーケース本体１１にはそれぞれ対応
するアウターカバー本体開孔部２２及びインナーケース本体開孔部１２を有し、且つ、ア
ウターカバー本体２１が当該閉鎖位置に位置する時、変位部３１はアウターカバー本体開
孔部２２及びインナーケース本体開孔部１２を通すロック位置（図２参照）、及びアウタ
ーカバー本体開孔部２２又はインナーケース本体開孔部１２を通さない引込み位置（図３
参照）を有する。また、弾性ロック部材３０の脱落と変位を避けるために、本発明は相当
の厚さを有する補助固定板５０をさらに含んでもよく、補助固定板５０はインナーケース
本体１１内に固定され、且つ、弾性ロック部材３０を受け止める切込み部５１を有し、こ
れによって切込み部５１により弾性ロック部材３０の位置を決定することができる。
【００１１】
　本発明の実施に際し、弾性ロック部材３０は固定部３２及びばね３３をさらに含んでも
よく、変位部３１は変位して固定部３２内に貫通することができ、変位部３１は固定部３
２内に係止されるフランジ部３１１を有し、ばね３３は固定部３２内に設けられ、変位部
３１を外側に押して当該ロック位置に移動させる。また、アウターカバー本体開孔部２２
及びインナーケース本体開孔部１２はアウターカバー本体２１及びインナーケース本体１
１の側面にそれぞれ配置されてもよい。
【００１２】
　特に、図３が参照されるように、変位部３１がアウターカバー本体開孔部２２及びイン
ナーケース本体開孔部１２を通ってアウターカバー本体２１をロックすると、カートンの
子供安全保障用ロックは動作状態になり、子供はカートンを容易に開放させることができ
なくなる（図２参照）。子供安全保障用ロックをアンロックさせたい場合、使用者は変位
部３１を手４０で押せば、変位部３１が当該引込み位置に引っ込められ、そして変位部３
１はアウターカバー本体開孔部２２を通らなくなる、すなわちアウターカバー本体２１を
ロックしなくなり、使用者はインナーケース本体１１を押してアウターカバー本体２１に
対して移動させることにより、インナーケース本体１１の取出口１１１を開放させること
ができる。
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【００１３】
　実施例１に係るカートンにおいて、弾性ロック部材３０がばね３３によって変位部３１
を推し進めることにより、変位部３１は直線的な変位経路を有し、これによってアウター
カバー本体開孔部２２、インナーケース本体開孔部１２に必要とされるスペースが減少し
、インナーケース１０及びアウターカバー２０の構造の完全性を最大限に保持することが
でき、子供が大きな力を加える場合でも、インナーケース１０及びアウターカバー２０は
それに対抗することができる。
【００１４】
　図４が参照されるように、本発明の実施例２に係るカートンが示される。図４に示すよ
うに、もう１つの変位部３１Ａを有するもう１つの弾性ロック部材３０Ａと、もう１つの
アウターカバー本体開孔部２２Ａと、もう１つのインナーケース本体開孔部１２Ａとをさ
らに含み、且つ、２つのアウターカバー本体開孔部２２、２２Ａ及び２つのインナーケー
ス本体開孔部１２、１２Ａはアウターカバー本体２１及びインナーケース本体１１の斜め
に対向する両側にそれぞれ設けられ、２つの弾性ロック部材３０、３０Ａは２つのアウタ
ーカバー本体開孔部２２、２２Ａ及び２つのインナーケース本体開孔部１２、１２Ａの位
置に対応してそれぞれ設けられ、これによって２セットの子供安全保障用ロックが形成さ
れ、使用者はアンロックするのに２つの弾性ロック部材３０、３０Ａの変位部３１、３１
Ａを同時に手で押さなければならず、子供が任意にカートンを開放させることは防止され
、また、２つの弾性ロック部材３０、３０Ａはインナーケース本体１１の異なる側に配置
されてもよく、これによってカートンを開放させる操作はより難しくなり、子供がカート
ンを開放できなくなることはより一層保証される。
【００１５】
　図５が参照されるように、本発明の実施例３に係るカートンが示される。図５に示すよ
うに、弾性ロック部材３０は湾曲可能なシート部材３４とすることができ、シート部材３
４の一端は固定端３４１であり、固定端３４１はインナーケース本体１１内に固定され、
シート部材３４の固定端３４１から遠ざかる他端に変位部３１が設けられ、且つ、アウタ
ーカバー本体開孔部２２及びインナーケース本体開孔部１２はアウターカバー本体２１及
びインナーケース本体１１の底部にそれぞれ配置されてもよく、シート部材３４自体が弾
性を有するため、使用者は変位部３１を押すと、シート部材３４が湾曲し、変位部３１が
当該引込み位置に引っ込められ、シート部材３４は薄型化された設計であるため、大量の
スペースを使用する必要がない。
【００１６】
　図６が参照されるように、本発明の実施例４に係るカートンが示される。図６に示すよ
うに、もう１つの変位部３１Ａと、もう１つのアウターカバー本体開孔部２２Ａと、もう
１つのインナーケース本体開孔部１２Ａとをさらに含み、且つ、弾性ロック部材３０は湾
曲可能なＵ字状のシート部材３５であり、Ｕ字状のシート部材３５の両端はそれぞれ、第
一端３５１及び分離して配列される２つの第二端３５２、３５２Ａであり、２つの第二端
３５２、３５２Ａからそれぞれ変位部３１、３１Ａが延在し、第一端３５１はインナーケ
ース本体１１内に固定される。また、２つのアウターカバー本体開孔部２２、２２Ａ及び
２つのインナーケース本体開孔部１２、１２Ａはアウターカバー本体２１及びインナーケ
ース本体１１の両側にそれぞれ配置されてもよく、前記実施例と同じように、Ｕ字状のシ
ート部材３５自体が弾性を有するため、使用者は変位部３１を押すと、Ｕ字状のシート部
材３５が湾曲し、変位部３１、３１Ａは当該引込み位置に引っ込められ、またＵ字状のシ
ート部材３５も薄型化された設計であるため、大量のスペースを使用する必要がない。
【００１７】
　図７が参照されるように、本発明の実施例５に係るカートンが示される。図７に示すよ
うに、弾性ロック部材３０は角状フレーム３６を有してもよく、角状フレーム３６はイン
ナーケース本体１１の内壁に受け止められるようにインナーケース本体１１の底部に設け
られ、また、角状フレーム３６を容易に位置決めできるように、角状フレーム３６は外側
に延在する２つの固定柱３６１、３６１Ａを有してもよく、２つの固定柱３６１、３６１
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Ａをインナーケース本体１１の内壁に受け止めることで、角状フレーム３６の位置を迅速
に決定することができる。
【００１８】
　角状フレーム３６には、複数回湾曲させて形成されたＳ字状のロッド３７が設けられ、
Ｓ字状のロッド３７の末端に変位部３１が設けられ、且つ、アウターカバー本体開孔部２
２及びインナーケース本体開孔部１２はそれぞれ変位部３１に対応してアウターカバー本
体２１及びインナーケース本体１１の同一側に配置されてもよく、複数回湾曲させて形成
されたＳ字状のロッド３７が弾性を有するため、使用者は変位部３１を押すと、Ｓ字状の
ロッド３７が収縮し、変位部３１が当該引込み位置に引っ込められる。また、使用上の快
適性の向上の観点から、Ｓ字状のロッド３７の末端（即ち変位部３１）は円弧状とするこ
とができ、これによって使用者が不愉快な感覚を覚えることは避けられる。また、実施例
４と同じように、もう１セットの弾性ロック部材３０Ａを設けて、２セットの子供安全保
障用ロックを形成してもよく、これによって子供が任意にカートンを開放させることは防
止される。
【００１９】
　図８が参照されるように、本発明の実施例６に係るカートンが示される。実施例６は構
造的に実施例５と類似する。主な相違点としては、インナーケース１０及びアウターカバ
ー２０の寸法が変更されること、及び弾性ロック部材３０を設ける方式とそのスタイルが
異なることがある。
【００２０】
　弾性ロック部材３０は同じ角状フレーム３６であり、且つ、角状フレーム３６の側面か
ら補強フレーム３８が延在し、補強フレーム３８は構造強度を上げるための補強材３８１
を複数有してもよい。インナーケース本体１１はサンドイッチパッド１１２を有し、サン
ドイッチパッド１１２は角状フレーム３６及び補強フレーム３８を収容する溝部１１３を
有する。補強フレーム３８はインナーケース本体１１に当接しており、角状フレーム３６
を位置決めするために用いられるとともに、インナーケース本体１１の構造強度を向上さ
せることができる。また、角状フレーム３６をサンドイッチパッド１１２の溝部１１３内
に隠れて埋設することにより、角状フレーム３６の変位を避けることができ、且つ、サン
ドイッチパッド１１２を設けることにより、平坦な載置面１１４を形成できる。
【００２１】
　上述したように、本発明はロック構造を有するカートンを提供し、従来技術と比べて、
本発明は少なくとも以下の利点を有する。
　１．変位部がアウターカバー本体開孔部及びインナーケース本体開孔部を通ってアウタ
ーカバー本体をロックすることにより、カートンの子供安全保障用ロックを形成し、子供
がカートンを任意に開放させることは避けられ、成人の使用者がカートンを開放させたい
場合、変位部を内側に押して、変位部を引込み位置に引っ込めさせれば、アンロックする
ことができ、アウターカバー本体をインナーケース本体に対してスライドさせてカートン
を開放させることができる。
【００２２】
　２．位置が異なる２つの弾性ロック部材を設け、対応するアウターカバー本体開孔部及
びインナーケース本体開孔部に対して使用することができ、これによって複数の子供安全
保障用ロックを形成し、子供が任意にカートンを開放させることを避けることができる。
【符号の説明】
【００２３】
　１０　　　　　　　　　　　　  インナーケース
　１１　　　　　　　　　　　　  インナーケース本体
　１１１　　　　　　　　　　　  取出口
　１１２　　　　　　　　　　　  サンドイッチパッド
　１１３　　　　　　　　　　　  溝部
　１１４　　　　　　　　　　　  載置面
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　１２、１２Ａ　　　　　　　　　インナーケース本体開孔部
　２０　　　　　　　　　　　　  アウターカバー
　２１　　　　　　　　　　　　  アウターカバー本体
　２１１　　　　　　　　　　　  開口部
　２１１Ａ　　　　　　　　　　　開口部
　２２、２２Ａ　　　　　　　　　アウターカバー本体開孔部
　３０、３０Ａ　　　　　　　　　弾性ロック部材
　３１、３１Ａ　　　　　　　　　変位部
　３１１　　　　　　　　　　　  フランジ部
　３２　　　　　　　　　　　　  固定部
　３３　　　　　　　　　　　　  びばね
　３４　　　　　　　　　　　　  シート部材
　３５　　　　　　　　　　　　  Ｕ字状のシート部材
　３５１　　　　　　　　　　　  第一端
　３５２、３５２Ａ　　　　　　  第二端
　３６　　　　　　　　　　　　  角状フレーム
　３６１、３６１Ａ　　　　　　  固定柱
　３７　　　　　　　　　　　　  Ｓ字状のロッド
　４０　　　　　　　　　　　　  手
　５０　　　　　　　　　　　　  補助固定板
　５１　　　　　　　　　　　　  切込み部

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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